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北海道に於ける SwcetPca (La幼少仰soゐratusL.) 

の採種栽培，特に気温との関係について*

明道

伊藤

博

清幸

Growing Sweet Pea Seeds in Hokkaido， with special 

reference to the in自uenceof seasonal 

temperatures upon seed production. 

by 

HmORHI MYODO and KiYOYUKI lTo 

緒 言

現花スヰートピーの採積では北米合衆岡のカリフオルニヤ地方が-[lf:界的主&地帯となってい，

本邦にあってはその生産が不適í~!; と考えられるととろから依り行われていない。そのJJllr11は色々

あるであろうが，主な原因として考えられるととは，本邦府l障にあっては開花に;J(ぐ保積i切に常

る6-7月が雨期となる岱優良和子の主主売が望み難いというととと， 更に夏季尚温に過ぎる1，;s結

賓が順調に匙まない等がある。

北海道に於ては夏季の括協は比較的低く，前記カリフオルユヤ地方より酷暑JPJに於て倖かに

r~' ~Jいとは育え，府，鴨に比すれば 6-7。低ーい。 叉降水量も少なく!:lfJには多くな・るが，それで、も一

般には府将よりは遥かに少たい。以上の如き王!R巾が手停って従来本道では或る程度スヰートーピ{

の採開が:、F;及していた。寅際筆者4・の経験に照しでも年により型|式|の発はあるが，相官秀れた探

積琵:を示すととが時でない。併乍ら一方北海道に於て不利な僚件もある。その最も大きなのは冬

長北大農接部附属第一農場関委第二部業践
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季i!&;;l~に過ぎて秋J揺がJ11 しいのであって，他の1~-2f，rrJ副作では全て秋婚を行っているのに比して大

きなマイナスである。従って水道では一般に布掃によってい，融雪後~fil来得る限り 111 く播くとい

う一般の習慌になっている。ととろがお拐を行う場合，いくら判明に措閉しでも到底秋播の7J{の

虫nき必W:な市は得難く， .11つ水道試象の441徴として融雪後から盛夏季に到る気温の念激なる上昇

と乾燥とは著しい。との結果夏季に於て祁{物が弱るととは一般に杭除されるととろである。 1首長lS

の主nく本道の多雨期は 9月に見られるのが一般であるが，10nに入ると再び降雨が減じゃや社燥

する。とれらの事的から本j立に於けるスヰートピ{のJ示前栽埼にはiその括和!日]の思iに就いて-

%'U:要するのではないかと考えられ，以上の如き寡雨期と， 7~8月に到来する陀li !E;'・jgj とを， Bf1;{E 

品l;貨の時期l'亡合王1[¥的に車fI合すべき栽培管型I!が望ましい所以である。

斯る観拙からの賞験調査が従来行われたととを聞かないので，筆者..t;~; は 1950(，¥と(1Ii'{;f;1125年)

北海道大事長製部附郎農場花;7li'闘で貰輸を行ったので、此庭に報背ずる、に五った。

I 費験材料反び方法

覚験にイJIJIjした品加は ExhihitionPinkでHH和 23年輪入後本邦で一作したものである。とれ

を4月15日(融雪直後)， 4 IJ 25日， 5}]5H，5月15日， 5月25R，の5朋に分けて前記I!lij場

に橋和した。該linl場は水排けのよい"'fJ杭'1::i?;'む壌土で、あるが，耕起前j白石次を士平常り 3001jJ.施し

深さ 1尺5寸，幅 1尺の砕を掘りとれに基肥として坪常り:lfi'，肥 2，3001jJ， 楽師:油平f1，過燐Ii交石次

硫間企:1m泊1を夫々，266b)， 133より， 133 bJ.宛興え，以後の埠肥は興えなかった。 郁子は播和前全て

和皮に傷をつけ室閣にて5時間以内の浸水を行いa 一特に膨i問したものを選んで，.fIlいた。橋和は

前記の如く治りたる播間!示を21王町|:となし，とれに株間 1尺， 11康問 1尺となるがlく鼎i掃を行い， 1カ

所に 2;f;立宛まいてf支間引いて1ヵ所ーlt1えとした。

殻]ミ後布{(物jの生長ーにf:[:なって竹の支柱を添えラフイヤで粘て);:つけ纏桟4きしめた。その他の管

引は一般方法に準じ， fl1il校の 1本或は2一本11ごみ:てとした。

視察調子Eは 10 円 i子に行い，生背景を 1Jll)定し，又H\1i\\ 落'i~if ， r~日花，落花，落英，結貨当ーにつ

いては各花~~rtに小さな紙札を附して円附を記入 L前夜の混雑を防いだ。

II 貴験結果

1) 殻3Jt，掛析してから地衣而に護芥して来る迄のFI数は摘fiJiJkJ)別に見て大会なく，最も If-

かったのは 5月25日掃きの11;'均9日で、あったが， 最も遅かったのは5月5日掃きの千均 15，7円

他橋前回のものはとれらのrjlr:日の日数を以て殻芽して来た。
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2) 平メ;の {q，j，も弁filìHUl~1に於けるや:丈のi'l'k皮を見ると， 11えも草丈のんきくなったものは

5n25FI 掃き極で lS3cm rc佳し， 11之もやI'kの少なかったのは 4n 15 H括き駈の千均 150cmで

あった。他匝のものも '1-'孔別訓示[!，抵のもの杭?，l..:;l:は1Rかった。而してfiI'瓦-生長の停止したのは早期

掛積の匝粍IiLくるらわれ， 4月15H 掃きでは 8川上旬で、殆ど停止し 一方5月25日橋和の匝で

は綬漫乍ら10月上1"'1迄続いた。他匝のものは捕HrWlの '11.晩にijHじてとれらの中1111期日に停止した。

又殻芽後{I!I長生長の最盛期の出現明日は矢張'11.朋捕慌のもの桂平く 6月下11)1乞あらわれ晩捕直の
ものは遮れたが7月中111迄に見られ，その主はfit'長生長の停止却iの去に比すれば若しくノj、で、基うる。

而して此の最盛期の仲長長はその前後の時NH包比して何れの匝に於ても制めて大きく 1R1.5~2.5 

cm 1<:注し，その前後で、li1 日仲長長 O.2~1.0cm であった。

3) ~Hiil? ， 各橋和匝に於げる抗 1 芥花房ρtl\現日は 4 n 15 R播きで子均6月22.6日で最も

弓tく， 5月25日播き匝で最も晩く千均 7F]16日であったが， 播開してから此の /:H予!~始め迄の所

要H教は晩播き匝;f:!f~小で、あった。

花?!?は箔1花民のtl'，現にヲ1mき，布{i物の生一汗に{'l'なって11目々に締結殻背して来るが，最終花

E}が出現した日は， i1Ij記仲長生長の停止期!の!，I.晩と有1闘連する詩であるが， 4月25日播き匝が王子

均8月3.6日で， 4月15日播き庖の千均 8月23.6日と遣になっていたが，他直I'I播柿円のlF晩に

準じてい，最も近いのは5月25日揺き直の千均9月28.G口で、あった。

これらの判官期間中各区から 3株を選定L..，それらに治生せる花子(fを10日行ごに匝切って算定

し且つ紙札を:附して行った。それらに就き各匝の合計を示す主主fl{[は第 1去上欄にあり，又その

主的J'[に基づき筑3r，""iJ清官数曲線を却iいた。又各匝別の数値はみíDr品iに示し!甘lお~を以て判然たらし

めた。本I~品|で注目されるととは掛町WJのJtL晩に i.111 じ HI?奇童文rlhM

50 
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'事先

第 1圃 f護施期別に見た肴荷重主の季節約推移
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第 2厨 情椅期別に見た桜花里止の季節的抑移

であって，後述の落花1111純と些か異なっている。 弐に 1 花房には 1~敢{日!の花予!?が7fT生ずる。と

とろがとれら各花fffが問花前に生羽l的原1'&1によって脱落することが屡々あり，とれら落背せるも

のを算えて各lHS合計せる童文航がみin去上から第2欄に示しとれに基づいて第 3阿落背教曲線を

:j'{Ijいた。との落官に就いては FAR0JIfAM1)， Si¥IIT1l3)及び NiGl[TINGALE2) 司市:洞宗栽Ji~の場合

に就き原|瓦|をいろいろと研究しているととろであるが，筆者':.!，・'~1;の.宜験Iilìl場にでも頻繁にあらわれ

tc。

1":去によると季節的に見て， IH背は 7H rlIÍIJ~ 角川 rl 1 11]に於て住民るその数を増しているが，

落?!?の散もその時期に戸iまっているととが判る。

4) 問花， ~\"II官後落子!?せざるものは開花に王るのが乎(通で、あるが，開花始めは 4 月 151ヨ搭き

匝で千均7月1.3日で最もらLく， 最もi免いのは 5月25日まきの王子均 7月24.3日で、あった。 即ち

各匝共同帝から開花迄の日童文i工大志なくほぼ8Rである。 r)fJ1ヒ後も前記落?!?と同様落花がj起り，

その敢が組めて大きく， fJ;W::数の 40~7096 に詑:するものである。 今他の障碍即ち落背ZLび‘に後

挫の落英とのよヒ~i交の便宜の岱に第 1 去J-.から5f~ 3欄にその敢を各匝合計杭として各時期日IJに示し

又抗 2Ii，'，)Jに各橘種田別落花敢Ith*J誌を示した。此底に示された落花の数1í{i.はJ二欄記入 (:i:(~21品)Jでは

下記)のj~JJ r:n tc 7fT生した花'tiffの111[Jir1と後落7ftした数である。第 31尚!の111に示した落花数曲線ほお3

1 去に基づいている。とれらの{ti"f肢JLぴにヨえから見ると訴花は訴il~Î\î此ぴに落英より lti る多数を占め

とれら附時 1:[:1最も Jf(要なものであるとうjきえられる。又百.~2 [("，)1によく見られるがlく各国共同肢に 7

n下旬迄の中にf3~i，肢にその童文が上昇・しその後は漸減する傾向を有し岱!r:曲線は特有側へ向って絞

控に下っている。

5) 落兆， rH~花 1:[:1落花せざるものは花測が萎刑して敵!日tするが，その後子民の肥大が見られ

や落旋するものがある。とれには授精不成功のもの，1/Iに前ii己~;-?!\;落花と同列の原 l主iによるもの

う主が~えられるが) ~存茨が一般に無JJI.\.地帯~;i{::bi1の場合に多いと言われるととろを見れぴ授精不成
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r))の!民社によるものが主であろう。スヰートピ{は閉鎖花(本品種では)であるからである。此の

落茨せるものの教を各匝合計して第 1表上から第4欄に時期j別に示した。第g(，:，占lの落夫~fjò$J~は1~

去に基づいてtlliいた。とれらによると時期別に見て落夫教の増減は前記落背落花の械に--)むの増

減傾向を示すことが少なく， 7 n下旬着生花苦に於てク七日1~ り~えも童文は多いがその後に於ても可成

多く率としては反に尚い。

6) 結賞，落英せざるものはこ普通子房が肥大し成熟した極子を合む県貫主::I圭ずる!!IJち護常し

てから，落千17，落花，落爽せ;の障碍に遭遇せざるものが結買に至るものであるから，出常総裁か

ら以上の障碍によって無駄となったものを差引いた結果が他の特別な差支えがない限り結貫教と

第 1表 季節的に見た着皆鍛とその中下客様， r存花，落爽による
無駄花数誼びに結貰花数とを示す

6. 12 6.22 7. 2 7. 12 7.22 8. 1 8.11 8.21 8.31 9.10 9.20 9.30 10. 10 {¥-
期 1m 

6.21 7. l' 7. 11 7.21 7.31 8.10 8.20 8.30 9. 9 9. 19 9.29 10.9 10. 19 計

若生花醤数 3 43 80 178 213 201 149 108 69 51 9 6 3 1113 

11年 F官 数 O 3 9 31 17 16 11 7 O O O 96 

シ客 干古 耳t 2 13 44 85 121 112 61 4.2 22 10 2 O 515 

7-喜 3定 数 1 O O O 32 46 29 34 23 11 12 4 2 O 193 

紡 笠 重立 29 33 52 15 43 38 32 29 28 3 3 3 309 

者生花婿般に | 
封する結主幹~ I 33.3' 67.4 
'(%)--. 

41.2 29.2 7.0 21.3 25.5 29ペ42.0i問 i33.3 50.0 108.0 27.8 

なる。筑 1 去上から;;r~ 5欄|二H乙此の主主催を示し時期日Ijの批況を同い);11る似を計った。又/.. Jt地主1;;'

欄は/在生花'i!?敢に却する此の童文の%を時刻j別に示したものであって，此の%を第3j<¥iiJ結賞曲線の

基礎としたが，日日;6 J11.tl 'IIJ:&'びD)j下旬以降は出語教が悩めて少ないからとのIlh紘から省いた。

とれらの結果からすれば結寅iT合の払ーから見て尚率を示すのは 6F1下'Iljの出;i17花で、あり，第2次

の}三;j率を示すのは 9Joj仁1'1tlJで・あって，共に IW~布教の50%以上が結賞している。これに反して 7 月

上旬カミら 9)LI:-.'II)5与は結賞歩合低く， JM江は 7)j下11)の7.0%である。

1I1 綿括抵びに考察

北海道に於けるスヰートピ{の昂種法培には冬季気温が低すぎる筋二普通在二播がj漁民なくされ

る。此の場合6月中10から出法を始め次いで‘8日程で開花が始り引続き10JJ J~:Í1J"乙至る迄櫨績的

に出者，開花がJi!.られるのであるが，その|台j花背の着主主数は急激に上昇7F19'I'IIJ-下旬に最盛期l

を示して:u ~r誌に述し 8 JJ上旬から減少して弟3/溢l出背主主的総に示ナごとき単flb紋となる。 fJi'し播
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第 3回 季節的に見た花借着生'1客倍， f五位決び洛爽般の鑓化

主主びに各時期の着荷数に到する給資歩合め総診を示す

(落情，溶花，法一英，若皆鍛は 7月下旬着鵠般に潤ナる :3%で示されている)

f:iJl.朗別に見た/1'1すf主主11U棋が示すごとく，Tl'i鼎iは4n 15日播き艇は 7月中旬， 4n 25日， 5H 5日
措き匝では 7月下10，5月15日， 5月25日， 播き匝で伐 8 月 q二 l 'Ii]~鴻極期の早晩によって前後

1筒H程度の晩れを見せている。一方斯くしてur許せる花はその後J受精し鮎賞に至る迄，許諾，落
?と，落英主主の障碍に遭遇し1+¥背花裁のI=jl相註多量のものが建中にて無駄となるものである。それ

で共にとれら障時中:lptも著しい落花に就て考察を力nへて見る。第31，1品l落花数曲線の示ナごとく，

落花の最も多いのは 71]下'IIJで、H1背のj誌も多い時期に殻生した背が最も多く器1とする。そD率は

/1¥情放の約56%にffiずる。次いで8rJJ-.'IOの約5296で、とれらをI↓1m)にして前後せは著しく減少し

ている。 1，¥J抗21ii!iJKよってとれら落悼を播部j別別に見ると， -4 )jl5 日捕きの 6 月下11J~誌『首位を )J リ

として他捕簡凪のもののIt¥lには時期的主は始んど見られ歩、7月下'IiJを]買掛としてその前後に一椋

に減じ皆lij各J'ilJJ'i1111紘をなしている。落背，落兆もその数は少ないがI(tl紘の傾向を示し略卑]買Illl線

となっている。

:J(に着生花背敢に主Jする結賞主主の歩合を示す結賞rllJ線に注意すると，此底では6月1:10と9

n 1:1:I'IiJとに5096以上!T)Jt!Jt:容を示す2J1'i Ilh紘を示している。

以上の三~i.材適ら必然的に 6 月下旬か 9}] I:F1'lrJの結賞歩合尚き時期K花千Irim-生が最も多い主11き

技会iFgf('llが望ましい諜である。 1)¥'し6}]下旬花古着生の舟には融諒也後の故大限IF播きを働行し

た場合に於て相Ill・rt:Jまりはするが， :!O.:Jd胞を符るのは至難で、あり，ーはつt，Lj;岳きによって車問初公長
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量ρ減少従って杢花常設の減少は菟れ十，又気温の乏で激な上昇，制度の乾燥守;の~生育jgjl台jの短

縮が屡k招来される。一方9月中旬に於て花背着生の最大を計るととは晩期播種，摘心の閥j行主主

によって容易に建せられうると考えられ，気温僚件から見ても 9月中旬着生花古迄は順調にu-¥背

結貰し得るととが，第 1~右l主主ぴに第 1 去により判然している。日目j9月下旬以降着生花背になると

種々の困難がある様に忠われる。

IV摘要

1) 北海道に於てスヰートピーの採種栽培を行う場合，普通春播きを飴iえなくされるが，此

の場合試象候件を考えて落背，落花，落英当:の障碍を出来特る限り謎ける筒，主として播種胡の

調整に闘して寅験を行い考察をかlへた。

2) 前記障碍中主要なのは落花で、あって 7月中旬-8rJ上旬に於てその数がな激に高まる。

落背にもん体liiJ棋の傾向が見られたが，他方落爽は此の時期jに矢田tり多いが，その後主主かに減少

ナるというととはなく，比較的長い聞に立って見られた。

3) とれらの障碍が←起る時期は播種期を鑓へでも移動するととが賄んどなく，従って此等障

碍の主要な原凶は気象保件殊に気温の詰i過ぎる矯であると考えられる。他方花;占~rl~-:生の盛期は措

極期の!tt.1免により或る祝皮移動せしめるととが出来る(箔1/，;.，)!l0

4) ;'~Íî生花咋の ~I~結賞せる，ものの歩合を， /:H千i干の時期j別に見ると， 7月下11)が7.0%で官主も必

く，その前後で弐弟にItti去り， 6.H下旬と， 9 n中旬着生花日17が放も肖く 50%以上となる。
5) 従って ï1抗己結貰:!p合のr.主i率を示す時Wlに U~千15を故正~j となる如き~;l(:f:i.\'管理が望ましいが，

1)干し布播きの切合， 6 n下'IlH乙合致せしめることには'fJTi々 の困難iがwうから免措き，或はぷi心
等の}J訟により 9)j中ilH亡於て花情活・生が故も多い紋にするのが望ましい。
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